
 

中島宏記念館を開館します 
 

本市出身の詩人中島宏の功績を広く伝えるとともに豊かな地域文化の創造に資するため、「中島宏記念館」

を開館いたします。開館にあたり、記念式典を実施いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中島宏記念館開館記念式典】 

■式典日時 

令和４年４月２２日（金）１０：００より  

■場所 

中島宏記念館敷地内（みやま市瀬高町太神９４３－１） 

■参加者 

松嶋市長、待鳥教育長、牛嶋市議会議長、市議会文教厚生常任委員、地元区長他関係者 

■式典次第（予定） 

（１）開会のことば 

（２）市長あいさつ 

（３）開館までの経緯及び記念館の概要説明 

（４）来賓あいさつ（市議会議長） 

（５）中島氏と思い出語り（地元関係者より） 

（６）詩の朗読 

（７）閉式のことば 

   ※式典後、記念館見学。 

 

【中島宏記念館開館】 

 ■開館日 

  令和４年４月２５日（月） 

 ■開館（見学）時間  

  ９：００～１７：００（事前に社会教育課文化財係へ連絡が必要） 

 ■休館日 

  土・日・祝祭日および年末年始（１２/２８～１/４） 

 ■見学料 

  無料 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

教育部 社会教育課 文化財係 

担当：山田、猿渡 

電話：０９４４―３２―９１８３  ＦＡＸ：０９４４―３２―９１９２ 
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記者会見資料 

【中島宏とは】 

 昭和 2 年、中国大連市生まれ。生後まもなく父が病死したため、みやま市瀬高町太神の伯母のもとで育てら

れる。学生時代にゲーテやハイネの作品に触れ詩の魅力にとりつかれ、本市出身の児童文学者「與田凖一」らと

親交を深める。やがて、旧制中学時代の友人と同人誌を発刊。 

 結核により高校を休学した後は、母校の太神小学校に勤めながら作文や詩の指導を行う。宏の指導により全

国的なコンクールに入選したり教科書に掲載される作品も生まれるが、その後病状が進行し、昭和 28 年に

25 才の若さで死去。 


